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論文内容の要旨
この論文では，様々な軌道空間のK-珂論をcw-スペクトラムの幽で調べた。 KO，KUを実，および
複素K-スペクトラムとし球面スペクトラムS=ZOのK.-局所化をSKで表わす。 K-理論をcw-スペ
クトラムの圏で扱うために，環スペクトラムEに対して，擬E.-同値という概念を導入する。 cw-スペ
クトラムXとYIこ対して，E-加群スペクトラムとしての同型'f:E^ X→E八 Yがあるとき， Xはy，こ擬
E. -と同値と呼ぶ。 E= KU， KO， S"の場合には， この同値関係は次のような性質をもっ。擬KU.-同値
であることは，それらのKU.-同値であることは，それらのKU.-群が阿型であることとl司値である。
擬KO.-同値が成り立つならば，それらのKO.-群はt KO.-加群として同型で. さらにKU.・群は対
合会換ψ己1をもっ加群として同型になる。擬SK・-同値であることは，それらが同じK.-同所化をもつ
ことと同値である。ここでは， KU.-群とその上の複素共役変換φ♂を調べて，様々な軌道空間Xの擬
KO. -刑(またはK.-局所開)を決定した。 I節では，CW-スペクトラムの擬KO.-型の特徴付けに
ついて説明する。 2節では，加重射影空間の擬KO.-型を調べる。 3節では， トーリツク多様体の擬
KO. -型を特別な場合について調べる。 4節では.加重mod4レンズ空間の擬KO.-型を調べる。 5節
では， mod pレンズ令澗と.二面体群D<;による軌道全問について.擬KO.-型より精密に.K.-局所型
を調べる。これらは，参考論文1-4のまとめである。
論文審査結果の要旨
代数的位相幾何学では，位相空間という幾何学的対象を調べる際に，位相空間に対しである代数的な量
を対応させ，その量を通して位相宅閣の性質を探るというアプローチをとるo その様な代数的な量の中で，
K群は最も重要なものの一つである。 K群にはKO群とKじ群があり，一般にKO群はKU群より豊富な情
報を含んでいる。本論文では，あるモデルとなる位相空間(またはcwスペクトラム〉と同じ擬KU.型を
持つ位相空間の中で，擬KO.型が異なるものがどれ程あるかという問題を主に取り扱っている。著者は，
Bousfield，吉村によって発展させられたアイデアに某づき， weighted projcctivc space， wcightcd 
mod -1 lens spaccなどの位相空間に対して完全にこの問題を解決している。具体的には，それらの位相
空聞が，擬KO.同型の意味で簡単な空間のウエッジ和に分かれることを示しているc これは， we白ighle凶d 
projective spacc， we白ightωedmod 4 lens spac偲e1.な4とど‘の{伸#
おいて求めたことになる。実際KO群自身は'分解に現れる空間の定定ホモトピ一群を計算することによ
り， i責ちに求められるO また本論文では， stunied mod p 10ns spacc (p奇素数)や二面体制の分類空
--160・
間の有|場近似である位相空間色擬KO.型よりもさらに詳しい情報を与えるK.局所有qの怠昧で分解して
いる。この分解から.それらのJ若干が容易に求められる。
一般に，位相空間のKO群. J群を求めることは容易ではなく，結果も複雑である。 しかし本論文では，
上述の位相官聞は， 指KO. 型またはK~ 局所用の忘味で，簡単な位相弔問のウエッジ和に分解する ことを
示しており， これにより，これらの位相空間のKO群が.J群が，その中に幾何学的な忘味を含んだ形で
存易に求められる。これは，非常に買味ある事実で， かっ，重要な結果である。よって，博士 (理学)の
学位を授与するに仰するらのと審査した。
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